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API関連年表 1

2020年の契約締結期限前後にイベントが集中

～2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

改正銀行法施行
（2018/6）

銀行⇔電代業間の
契約締結期限

（2020/9末）

公正取引委員会
報告書①公表

(2020/4）

公正取引委員会
報告書②公表

（2023/3）

銀行法改正
（2017/5）

「電子決済等代行業」を
法令で規定

電子決済等代行
事業者協会設立

（2017/11）

認定取得
（2023/3）

全銀協 API利用契約条文例
(2018/12）

FISC API接続チェックリスト
(2018/10）



更新系API活用ユースケースマッピング（叩き台） 2

資金移動額×
アクセス頻度

必要なセキュリティ強度

家族間資金移動

（自→他資金移動/C-C）

会計ソフト

（自社名義口座参照/B）

家計簿・通帳アプリ
（自分名義口座参照

/C）

法人経費精算

（自→他資金移動/B-C）

法人送金（初回）

〈受発注PF・
Peppol等利用〉

法人送金（2回目以降）

〈受発注PF・
Peppol等利用〉

デビット化サービス
（自→他資金移動/B-C）

個人間送金（初回）

（自→他資金移動/C-C）

個人間送金（2回目以降）

（自→他資金移動/C-C）

法人送金（2回目以降）

（自→他資金移動/B-B）

口座情報変更

（自分名義口座/
情報変更/C）

おつり貯金

（自→自資金移動/C）
〈同一金融機関内振替〉

法人送金（初回）

（自→他資金移動/B-B）

税公金収納/公益企業支払

（自→他資金移動/C-B）

〈組戻可〉

電子マネーチャージ

（自→自資金移動/C）
〈前払式〉

電子マネーチャージ

（自→自資金移動/C）
〈資金移動業〉

継続的口振
自動

（自→他資金移動/B-C）

継続的口振
金額可変型

（自→他資金移動/B-C）

口振
Request to Pay

（自→他資金移動/B-C）

本人確認（口座作成）

（自分名義口座/
情報変更/C）

本人確認
サポート

（個人情報提供）/C

IB等、金融機関側での
別認証が入る場合

参照系 更新系



更新系API活用の進化 3

認証分担方式の時間的推移イメージ 検討手順（素案）

低リスクの資金移動
・自己名義口座間移動
（他行向け振込）

中リスクの資金移動
・他者名義口座へ移動（PF利用等）

高リスクの資金移動
・他者名義口座への移動

ユースケース

自己名義間資金移動
（同行内振替）

IB認証
併用

電代業側
認証完結

・金融機関における認証方式、手順情報の
カタログ化

・ユースケース毎のリスク評価

・ユースケース毎に許容できる認証方式の
例示

・不正利用情報の共有枠組の検討

・AML/KYCの責任分担の検討
・利用者補償の在り方の検討

・UX/UIに優れたAPI（及び金融機関基幹
系）に求められる仕様の大枠検討

連鎖接続先側
認証完結

・金融機関側の認証は（一旦は）
IBを利用する前提で記載

・電代業側/連鎖接続先側で認証完結の場合でも、一定期間の
有効性を持つリフレッシュトークンは並行して利用



更新系API活用アグリゲーター（イメージ） 4

本格的なビジネス用途等向けのアグリゲーターのイメージは下記のとおり

第三者機関
（TPP)

アグリゲーター 金融機関
金融機関
金融機関
金融機関

第三者機関
（TPP)第三者機関

（TPP)第三者機関
（TPP)

振込指図等 振込指図等

ユーザーはアグリゲーターが金融機関の
口座にアクセスすることを承認

ユーザーは金融機関に口座を開設

アグリゲーターによる

・API仕様の収斂
・認証方式の収斂

→第三者機関の開発負荷の低減
→UXの最適化

アグリゲーターによる

・金融機関側のAPI差異の吸収
→金融機関の基幹系／API基盤開発・更新負荷の軽減

・認証の代行
→認証基盤開発・更新負荷の軽減

API

公正取引委員会「フィンテックを活用したサービスに関するフォローアップ報告書（下記）」記載のデータアグリゲーターのイメージを基に当協会作成
https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2023/mar/chouseika/houkokusyo.pdf

https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2023/mar/chouseika/houkokusyo.pdf


今後に向けて必要な作業

• 各金融機関における多要素認証の網羅的調査

• 各ユースケースのリスクに照らした認証手段
のマッピング

• データバインディングな用語定義の作成

• 競争領域と協調領域の区分け

• 海外における標準化活動の調査・適合
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